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連
日
、
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
た
阿
南
の
夏
祭
り
。
夕
暮
れ

時
、
街
中
に
は
踊
り
子
が
溢
れ
出
し
、

ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム
が
祭
り
を
一
層
熱

く
し
た
。
街
の
随
所
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
か
、

静
か
に
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
の

が
阿
波
踊
り
竹
人
形
づ
く
り
。
阿
南

光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
た
阿
南
市
竹
人
形
伝
承
会
に

よ
る
催
し
は
、
定
員
を
超
え
る
人
気

を
集
め
て
い
た
。
初
め
て
の
竹
人
形

づ
く
り
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
男

踊
り
や
女
踊
り
の
竹
人
形
が
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
並
べ
ら
れ
る
と
、
そ
こ
は

ま
さ
に
阿
波
踊
り
天
国
。
消
え
か
け

て
い
た
伝
統
工
芸
の
灯
火
が
、
に
わ

か
に
活
気
を
取
り
戻
し
始
め
た
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
阿
波
踊
り
を

「
動
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
場

面
を
切
り
取
っ
た
阿
波
踊
り
竹
人
形

は
「
静
」。
身
の
丈
わ
ず
か
５
㌢
ほ

ど
の
人
形
に
、
竹
人
形
師
に
よ
る
伝

統
の
技
の
息
吹
が
注
ぎ
込
ま
れ
る
と
、

今
に
も
動
き
出
さ
ん
ば
か
り
の
躍
動

感
が
醸か
も

し
出
さ
れ
る
。
竹
と
阿
波
踊

り
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
生
み

出
さ
れ
た
逸
品
は
見
る
人
の
心
を

と
り
こ
に
し
、
徳
島
を
代
表
す
る

お
土
産
物
と
し
て
も
人
気
が
高
い
。

　

阿
波
踊
り
竹
人
形
の
歴
史
は
60

年
ほ
ど
と
、
阿
波
踊
り
約
４
０
０

年
の
歴
史
に
比
べ
る
と
意
外
と
短

い
。
そ
の
誕
生
は
戦
後
間
も
な
い

こ
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
故
・
小

川
練
一
さ
ん
（
新
野
町
）
が
病
気

療
養
中
に
竹
を
張
り
合
わ
せ
た
１

人
立
の
竹
人
形
を
考
案
。
そ
の
後
、

故
・
藤
田
義
治
さ
ん
（
鳴
門
市
）

が
小
型
の
竹
人
形
を
制
作
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
昭
和
43
年
ご
ろ
か

ら
竹
人
形
の
需
要
が
高
ま
り
、
最

盛
期
（
昭
和
46
年
ご
ろ
）
に
は
、

新
野
町
で
15
軒
（
約
50
人
）
ほ
ど

の
業
者
が
軒
を
連
ね
、
約
１
，
２

０
０
万
円
の
出
荷
を
誇
っ
た
。
し

か
し
、
昭
和
48
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
や
平
成
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

と
と
も
に
観
光
客
が
激
減
。
竹
人

形
の
販
売
不
振
は
長
く
続
い
た
。

名
工
と
呼
ば
れ
た
竹
人
形
師
も
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
し
、

現
在
で
は
鶴
羽
博
昭
さ
ん
（
新
野

受
け
継
が
れ
る

　

も
う
ひ
と
つ
の
阿
波
踊
り

【商品の主な販売店と価格】
・道の駅（那賀川町・美波町・那賀町〔鷲の里〕）
・阿南光のまちステーションプラザ

２人立800円、10人立7,000円
10人立（LED装飾）10,000円
20人立13,000円　

それぞれの部位を作り置きしている。
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町
：
80
歳
）
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
時
期
に
は
、
徳
島
の
地
場
産
業
と

し
て
活
気
づ
い
た
阿
波
踊
り
竹
人
形

づ
く
り
も
、
後
継
者
不
足
で
存
続
の

危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

　

伝
統
工
芸
の
復
活
を
願
い
、
平
成

21
年
度
に
開
催
さ
れ
た
後
継
者
養
成

講
座
（
阿
南
商
工
会
議
所
主
催
）
で

は
、
８
人
の
後
継
者
を
育
成
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。「
作
れ
ば
作
る
ほ

ど
上
手
に
な
る
。
だ
か
ら
も
っ
と
い

い
も
の
作
り
た
く
な
る
ん
よ
。」
講

師
の
鶴
羽
さ
ん
か
ら
伝
統
の
技
を
受

け
継
い
だ
８
人
が
、
い
ま
個
性
豊
か

な
作
品
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

阿
南
市
竹
人
形
伝
承
会
の
発
足

（
７
月
１
日
）
は
、
新
た
な
伝
統
工

芸
の
幕
開
け
を
告
げ
た
。
同
月
６
日

に
は
、
道
の
駅
な
ど
５
カ
所
に
会
員

が
作
っ
た
２
人
立
や
10
人
立
の
阿
波

踊
り
竹
人
形
が
威
勢
よ
く
並
べ
ら
れ

た
。「
名
工
と
呼
ば
れ
る
に
は
ま
だ

ま
だ
」
と
語
り
な
が
ら
も
、
陳
列
棚

を
見
つ
め
る
目
は
力
強
く
輝
い
て
い

た
。
県
内
の
主
要
な
土
産
物
売
り
場

に
並
ぶ
名
工
の
逸
品
の
と
な
り
に
、

伝
承
会
の
作
品
が
同
じ
よ
う
に
観
光

客
の
目
に
触
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
。

竹
が
持
つ
自
然
美
で
正
調
阿
波
踊
り

の
躍
動
感
を
い
か
に
表
現
す
る
か
。

竹
に
魅
せ
ら
れ
竹
を
魅
せ
る
８
人
の

伝
承
者
が
、
も
う
一
つ
の
阿
波
踊
り

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
だ
。

（
参
考
：
徳
島
の
竹
製
品
）

勝瀬　孝さん（長生町）
手づくりゆえに同じ物は１つとしてない。
それがまた面白い。喜んでもらえる作品
を１つでも多く作りたい。

野村千寿子さん（宝田町）
講座を通していい人に巡り会えました。
手づくりの温もり、人の手の味わいを伝え
たい。仕事柄、販売促進のキーマンを担う。

天羽義幸さん（新野町）
伝承会の会長として会員への気配りを大
切にされている。倉庫を改築して工房を
造るなど天羽さんの竹人形づくりは本格的。

松﨑　孝さん（出来町）
ＬＥＤを飾り付けした作品は市長賞に輝
いた。体験教室などを企画して竹人形づ
くりの楽しさを伝えていきたい。

宮本佳博さん（那賀川町）
小さいながらも躍動感ある竹人形に魅せ
られる。ＬＥＤ飾りや、よしこのが聞こ
える作品をつくっている。

棚田和恵さん（美波町）
阿波踊り連に所属している棚田さん。踊
り子や鳴り物の姿に近い正調阿波踊り竹
人形づくりをめざしている。

吉村　誠さん（長生町）
プラモデルのように画一的には作れない。
竹の自然体をどう生かすかが難しくて楽
しいと、ケースにもひと工夫加えている。

呉羽豊子さん（新野町）
以前から興味があったと竹人形をつくれ
る喜びを噛み締める。みんなと一緒に楽
しみながら竹人形づくりを続けていきたい。

竹
人
形
の
材
料
に
使
わ
れ
る
五
三
竹
。

切
り
旬
は
２
・
３
年
も
の
。
10
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
採
取
す
る
。

作
り
置
き
さ
れ
た
竹
人
形

油
抜
き
を
す
る
釜
。

湯
に
苛
性
ソ
ー
ダ
を
混
ぜ
て

竹
を
ゆ
で
る
。

竹
の
枝
も
人
形
の
手
や
足
の
材
料
と
な
る
。
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華やかな祭りを陰で支えた人たちの夏

　

６
月
16
日
、
牛
岐
城
趾
公
園
に
約
１
５
０

本
の
竹
が
運
び
込
ま
れ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
と

阿
南
市
特
産
の
竹
を
融
合
さ
せ
た
「
巨
大
な

亀
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
を
造
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
っ
た
。
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
の
板
東

さ
ん
が
手
が
け
た
デ
ザ
イ
ン
で
造
形
作
家
の

二ふ
た

名な

さ
ん
が
竹
を
操
る
。
仕
事
の
合
間
で
か

け
つ
け
る
富
岡
商
店
街
の
方
や
学
校
帰
り
の

学
生
な
ど
も
作
業
に
加
わ
る
。
う
だ
る
よ
う

な
暑
さ
の
中
、
昼
夜
を
問
わ
ず
作
業
は
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。「
阿
南
光
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
発
足
し
た
当
時
の
活
力
を
も
う
一

度
取
り
戻
し
た
い
」
と
市
民
参
加
を
呼
び
か

け
る
板
東
さ
ん
。
先
頭
に
立
っ
て
汗
を
流
す

二
名
さ
ん
の
姿
に
み
ん
な
が
奮
起
し
た
。
汗

ま
み
れ
に
な
っ
て
竹
を
割
り
、
組
み
上
げ
て

い
く
。
よ
う
や
く
の
思
い
で
完
成
し
た
の
は

点
灯
式
の
２
日
前
の
こ
と
。

　

祭
り
が
始
ま
る
と
亀
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
周
り

に
は
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
オ
ブ
ジ
ェ
の
中

を
く
ぐ
り
抜
け
る
。
幻
想
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光

は
感
動
す
る
人
々
の
笑
顔
を
彩
っ
た
。

　

連
日
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
た
「
巨
大

な
亀
の
オ
ブ
ジ
ェ
」。
そ
の
輝
き
の
裏
側
に

は
、
陰
な
が
ら
祭
り
を
支
え
た
人
々
の
熱
い

思
い
が
あ
っ
た
。

造形作家
二
ふた

名
な

良
よし

日
ひ

さん

大阪府東大阪市在住
武蔵野美術大学教授
板東孝明さん

徳島市出身

みんなに喜んでもらいたい一心でがんばりました
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阿南市少年少女合唱団のきれいな歌声が阿南光のまちステーションプラザいっぱいに広がり、
ちびっこ祭りの雰囲気を明るくしました。（７月25日）

約
２
，
０
０
０
人
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た

「
た
ち
ば
な
海
遊
祭
り
」。
名
物
ピ
チ
ピ
チ
つ
か

み
取
り
で
、
見
事
、
ハ
マ
チ
を
つ
か
み
取
っ
た

柳
本
晃
志
く
ん
（
橘
小
２
）。

「
取
っ
た
ど
〜
」
と
、
重
そ
う
に
持
ち
上
げ
る

ハ
マ
チ
は
、
約
４・
５
㌔
も
あ
っ
た
。

　牛岐・富岡城絵地図＝阿南市出身の吹田
僚さん所蔵・明和５（1768）年が、５月
26 日に阿南市文化財に指定されたことを
受けて開催された展示会。会場には、複写
された牛岐・富岡城絵地図のほかに明治末
期から大正にかけての富岡町の街並みを撮
影した写真など十数点が展示されました。
　富岡公民館の山本館長が、来館者に絵地
図から読み取れる牛岐城周辺の街並みを詳
しく解説。城の周りに水堀があったと思わ
れることや、霧がかかったときに小山が浮
かんで亀のように見えたという浮亀城（う
ききじょう）伝説などに、興味深く聞き入
っていた宮本さん（富岡町）は、「くわし
く教えていただいてよかった」と話してい
ました。
　来館者は３日間で約 600 人と好評だっ
たことから、牛岐・富岡城絵地図は、引き
続き富岡公民館で展示されています。

（７月24日〜26日・牛岐城趾館）

神
木
美
幸
さ
ん
（
26
）
小
松
島
市
在
住

川
上
侑
子
さ
ん
（
24
）
徳
島
市
在
住

　光のまち阿南市の魅力をＰＲする「光の天使」
の公開選考会が、７月23日、牛岐城趾公園で行
われ、審査の結果、第７代光の天使に小松島市在
住の神木美幸さんが選ばれました。
　選考会では、応募した６人が牛岐城趾公園中央
の階段踊り場に１人ずつ登場して、自己ＰＲを行
いました。
　審査結果の発表を聞いた瞬間、思わず涙ぐんだ
神木さん。「10 年来の夢が叶ってうれしい。１日
も早く光の天使らしい仕事ができるよう頑張りた
い」と意欲をみせていました。
　初めての仕事となった阿南の夏祭り開幕式では、
涼しげな浴衣姿に襷

たすき

をかけ、川上さんと一緒にテ
ープカットを行いました。

第７代光の天使	神木美幸さんに決まる

絵
地
図
展
に

約
６
０
０
人
が
来
館

　約 110 人の少年剣士が一堂に会
した夏祭り少年剣道大会の個人・新
入生の部で優勝した鶴羽綾香さん。

「剣道を始めて８カ月。全力で頑張
りました」と、周りからの祝福に感
極まっていました。

（７月25日・武道館）

平成22年度
阿南中央ロータリークラブ杯争奪

夏祭り少年剣道大会

第21回夏祭り協賛囲碁大会
約50人の棋士が対局を楽しみました。

７月25日・見能林公民館

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で

見
事
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
達
成
！

（左）福島凛歌ちゃん（６歳）と
姉の流歌さん（11歳：中林町）

久保田志温ちゃん
（６歳：那賀川町）

物づくりや魚釣り大会を楽しむ親子のようす。

新入生の部

優勝	鶴羽綾香さん
（新野小４・新野剣道教室所属）
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国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
現
在
で
、
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
方
及
び
世
帯
を
対

象
に
行
う
調
査
で
、
児
童
福
祉
、
高

齢
者
の
介
護
・
医
療
、
若
者
の
雇
用

対
策
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
立
て
ら
れ
る
基

礎
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し

て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22
－

３
４
２
９
）
へ

　

内
閣
総
理
大
臣
。
そ
れ
は
日
本
で
最
高
の
権

力
者
で
す
。

　

憲
法
上
は
、
三
権
（
立
法
、
行
政
、
司
法
）

分
立
の
、
行
政
の
長
と
し
て
、
衆
参
両
院
議
長
、

最
高
裁
判
所
長
官
と
同
格
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
最
高
裁
判
所
長
官
を
指
名
で
き
る
の
は
首

相
で
す
。
ま
た
、
首
相
に
な
る
た
め
に
は
、
国

会
の
首
班
指
名
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
一
党
単
独
政
権
で
あ
れ
、
連
立
政
権
で
あ

れ
、
議
会
の
多
数
を
占
め
る
勢
力
か
ら
指
名
さ
れ

ま
す
。

　

国
会
で
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

も
そ
も
首
相
に
は
な
れ
な
い
で
す
か
ら
、
や
は
り

首
相
は
議
会
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
先
般
の
参
議
院
選
挙
に
よ
り
、
ね
じ

れ
国
会
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
理
大
臣
と
い
う

地
位
は
衆
議
院
の
議
決
に
よ
ら
な
い
限
り
、
何
び

と
も
引
き
ず
り
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
強
大
な
地

位
に
あ
り
ま
す
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た
首
相
の
権

限
は
、
三
権
分
立
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
制
限

を
受
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
現
実
に
は

−

内
閣
の
寿
命

−

－

市
長
通
信

－

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
十
七
万
七
千
四
百
三
十
八
円

大
阪
府
豊
中
市　

天
羽
会
桐
流
代

表　

天
羽
祥
瑞
様
か
ら
社
会
福
祉

事
業
運
営
基
金
へ

阿
南
市
へ

●
清
原
産
婦
人
科
跡
地

６
０
１
・
19
平
方
メ
ー
ト
ル

故
清
原　

続
様
の
子
・
故
田
所
宏

子
様
の
夫
・
田
所
義
雄
様
よ
り
公

共
用
地
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

政
府
と
国
会
の
両
方
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
院
内
閣
制
を
と
っ
て
い
る
以
上
、
日
本
で
の

最
高
権
力
者
は
た
だ
ひ
と
り
首
相
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
そ
の
首
相
の
地
位
が
あ

ま
り
に
も
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
歌

手
一
年
、
総
理
二
年
の
使
い
捨
て
」
と
は
、
竹

下
登
元
首
相
の
言
葉
で
す
が
、
最
近
こ
の
言
葉

が
変
に
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

　

別
表
の
よ
う
に
、
戦
後
の
混
乱
期
は
別
と
し

て
、
日
本
で
は
長
期
政
権
の
後
は
短
命
内
閣
が

続
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

佐
藤
内
閣
の
後
は
、
10
年
間
に
５
人
の
首
相
。

中
曽
根
内
閣
の
後
は
、
14
年
間
に
10
人
の
首
相
。

小
泉
内
閣
の
後
は
、
４
年
間
に
４
人
の
首
相
と

目
ま
ぐ
る
し
く
首
相
が
交
代
し
て
い
ま
す
。

　

一
概
に
、
長
期
政
権
が
良
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
近
代
世
界
史
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
が
、
１
７
２
１

年
か
ら
42
年
ま
で
な
ん
と
21
年
間
に
お
よ
ぶ
長

『日本の戦後歴代内閣総理大臣』

名　　前 在職日数

42代 鈴木　貫太郎 ４カ月11日

43代 東久邇宮稔彦王 １カ月23日

44代 幣原　喜重郎 ７カ月14日

45・48・49・
50・51代 吉 田　　 茂 １年３日

６年１カ月26日

46代 片 山　　 哲 ９カ月15日

47代 芦 田　　 均 ７カ月６日

52・53・54代 鳩 山　一 郎 ２年14日

55代 石 橋　湛 山 ２カ月4日

56・57代 岸 　　信 介 ３年４カ月25日

58・59・60代 池 田　勇 人 ４年３カ月22日

61・62・63代 佐 藤　榮 作 ７年７カ月29日

64・65代 田 中　角 榮 ２年５カ月３日

66代 三 木　武 夫 ２年16日

67代 福 田　赳 夫 １年11カ月14日

68・69代 大 平　正 芳 １年６カ月６日

70代 鈴 木　善 幸 １年４カ月11日

71・72・73代 中曽根　康弘 ６年11カ月11日

74代 竹 下　　 登 １年６カ月29日

75代 宇 野　宗 佑 ２カ月８日

76・77代 海 部　俊 樹 ２年２カ月27日

78代 宮 澤　喜 一 １年９カ月５日

79代 細 川　護 煕 ８カ月20日

80代 羽 田　　 孜 ２カ月３日

81代 村 山　富 市 １年６カ月13日

82・83代 橋本　龍太郎 ２年６カ月20日

84代 小 渕　恵 三 １年８カ月７日

85・86代 森 　　喜 郎 １年22日

87・88・89代 小泉　純一郎 ５年５カ月１日

90代 安 倍　晋 三 １年１日

91代 福 田　康 夫 11カ月30日

92代 麻 生　太 郎 11カ月24日

93代 鳩山　由紀夫 ８カ月24日

期
政
権
に
よ
り
、
イ
ギ
リ

ス
は
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
る

豊
か
な
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
シ
ア
の
鉄
血
宰
相
、

ビ
ス
マ
ル
ク
は
１
８
６

２
年
か
ら
90
年
ま
で
こ
れ

も
30
年
近
く
首
相
を
務
め
、

北
ド
イ
ツ
の
一
小
国
プ
ロ

シ
ア
か
ら
一
挙
に
、
大
ド

イ
ツ
帝
国
を
つ
く
り
あ
げ

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
我
が
国
の

菅
首
相
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？
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　平成23年４月に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますので、受験希望者はお申し込みください。
申込期間　９月１日㈬〜14日㈫
申込方法　人事課備え付けの「申込用紙」に必要事項を記入のうえ、人事課へ申し込んでください。（申込

用紙は９月１日以降にお渡しします。ただし、土曜日及び日曜日は除きます。）
郵便での申し込みは、必ず「書留郵便」にし、９月14日㈫消印のものまで有効です。
試験区分・受験資格等は下記表のとおりです。

阿南市職員を募集します

注　意　１　上級一般行政事務職員及び文化財の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
２　保育士及び幼稚園教諭の教養試験及び専門試験は、短期大学卒業程度の筆記試験です。
３　初級一般行政事務職員、保育所給食調理員及び学校給食調理員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。

初級一般行政事務職員の適性検査は、筆記による事務適正検査、保育所給食調理員及び学校給食調理員の適性検
査は、筆記による労務適正検査です。

４　初級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。
５　上級消防職員の教養試験は、大学卒業程度の筆記試験、初級消防職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試

験、上級消防職員及び初級消防職員の適性検査は、筆記による消防適正検査です。
６　第二次試験は、第一次試験の合格者のみ行い、11月下旬ごろに行う予定です。

第一次試験日は、全職種　10月17日㈰

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ

試験区分・受験資格等
試　験　区　分 採用予定人員 受　　　　験　　　　資　　　　格

一般行政事務職員

上級 ７人程度 昭和 57 年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた者

初級 ３人程度
昭和 61 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学の卒業者及び平成 23 年３月 31 日までに 4 年制
大学卒業見込みの者は受験できない。

初 級 土 木 技 術 職 員 １人程度
平成２年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者
ただし、平成 23 年３月 31 日までに学校教育法による高等学校を卒業見込みの者及び
高等専門学校３年次を修了見込みの者に限る。

保 育 士 ５人程度 昭和 57 年４月２日以降に生まれ、保育士資格を有する者及び平成 23 年３月 31 日まで
に当該資格を取得する見込みの者

幼 稚 園 教 諭 ２人程度 昭和 57 年４月２日以降に生まれ、幼稚園教諭免許を有する者及び平成 23 年３月 31 日
までに当該免許を取得する見込みの者

保 育 所 給 食 調 理 員 ２人程度 昭和 54 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者

学 校 給 食 調 理 員 ３人程度 昭和 54 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者

文 化 財 １人程度

昭和 54 年４月２日以降に生まれた者で、次のいずれかに該当する者
⑴学校教育法による４年制大学を卒業した者で、考古学に関する専門課程を修め、学芸

員資格を有し、かつ埋蔵文化財発掘調査の知識及び経験を有する者
⑵平成 23 年３月 31 日までに４年制大学を卒業見込みの者で、考古学に関する専門課

程を修め、学芸員資格を取得見込みで、かつ埋蔵文化財発掘調査の知識及び経験を有
する者

消 防 職 員

上級 ２人程度 昭和 57 年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた者
採用後は、市内に居住することを必要とします。

初級 １人程度
昭和 61 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学の卒業者及び平成 23 年３月 31 日までに４年制
大学卒業見込みの者は受験できない。採用後は、市内に居住することを必要とします。
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阿南市文化祭　出品作品募集

　第39回阿南市文化祭が、10月29日㈮〜31日㈰及び11月６日㈯・
７日㈰に開催されます。日ごろ行っている文化活動の成果を発表す
る良い機会ですので、ぜひご出品ください。

美 術 展 作 品
出品資格者　阿南市内在住者、出身者及び阿南市と関係の深い方。

ただし、小・中学生は出品できません。
作品の規格　額

がく

装
そう

には、ガラスを用いないこと。
▼日本画…６号から50号までで額装か表

ひょうそう

装
▼洋　画…６号から50号までで額装
▼書　道…半

はん

切
せつ

以下で表装か軸仕立て
※縦額に限ります。横額は、受け付けできません。

▼写　真…半切から全紙まででフスマ張り。
▼彫

ちょうそ

塑・工芸・デザイン…1.5 平方メートル未満、
高さ１㍍までで、展示にふさわしいように仕立て
ること。

出 品 点 数　原則１人１点
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。

初めて出品される方は、会費と入会金で2,500円が
必要です。

短歌・俳句作品
出 品 点 数　「短歌は、一首」　「俳句は、当季（秋）雑

ざつ

詠
えい

２句」
短歌・俳句ともに未発表のものに限ります。

出 品 方 法　ハガキに住所、氏名、電話番号を明記の上、短歌は
９月14日㈫、俳句は９月18日㈯までに
〒774－0030　阿南市富岡町西池田135番地１
阿南市文化振興課　短歌係または俳句係までお送り
ください。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

　

阿
南
市
は
、
平
成
23
年
３
月
に
合
併
５
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
阿
南
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
の
象
徴
に
な

る
と
と
も
に
市
民
に
末
永
く
親
し
ま
れ
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
作
品
は
、
市
が
発
行
す
る
ポ

ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
名
刺
や
封

筒
な
ど
の
ほ
か
市
内
各
種
団
体
の
印
刷
物
及

び
商
品
に
も
使
用
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

応
募
対
象　
市
内
外
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
１
日
㈬
〜
10
月
15
日
㈮

応
募
方
法　
基
本
的
に
は
所
定
の
応
募
用
紙

を
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
よ
り
応
募
す
る
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
作
成
意
図
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
い
応
募
方
法
及
び
様
式
等
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎
22

－

３

４
２
９
）
へ

日
時　
10
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
の
火
曜
日
（
４
回
）　

午
後
７

時
〜
８
時
30
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

募
集
人
員　
15
人
程
度

対
象
者　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

（
学
生
は
除
く
）

講
師　
笹
田
勝
義
さ
ん
（
市
内
カ
メ

ラ
店
）

受
講
料　
無
料

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
入
会
費
１
，

０
０
０
円
が
必
要

準
備
品　
使
用
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ

締
切
日　
９
月
30
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム（
☎
42

－

４
５
７
２
）

へ
（
受
付
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
後
１
時
〜
９
時
）

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
上
手
な
撮
り
方
」
参
加
者
募
集

短期講座
老人ホーム福寿荘組合職員を募集します

　平成22年11月１日に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますの
で、受験希望者はお申し込みください。

試験区分及び採用予定人数　看護師・１人
受験資格　昭和49年４月２日以降に生まれ、看護師の資格を有する者。
試 験 日　10月３日㈰　午前11時〜
試験場所　老人ホーム福寿荘（淡島海岸入り口付近）
試験内容　適性検査、面接
申込期間　９月６日㈪〜22日㈬の間、午前８時30分〜午後５時。
申込方法　福寿荘備え付けの「申込書」に必要事項を記入し、指定の箇所

に写真を貼ったうえ、看護師免許証の写しを添えて福寿荘まで
提出してください。郵便での申し込みは380円分の切手（返信
用）を同封のうえ、必ず「簡易書留」としてください。９月
22日㈬消印のものまで有効です。

（注意）なお、申込用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に「試験申
込書請求」と記入し、120円分の切手を同封してください。

申し込み・問い合わせは　
〒774‐0003　阿南市畭町亀崎93番地７　老人ホーム福寿荘

（☎23−3440）へ

阿南市の「ロゴマーク」を
募集します
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年
金
相
談

&
Q

A

Q
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る

ま
で
公
的
年
金
に
加
入
し
て
、
原
則
と

し
て
最
低
25
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
免
除
・
納
付
猶

予
期
間
を
含
む
。）
あ
な
た
の
よ
う
に
、

受
給
資
格
期
間
が
25
年
を
満
た
し
て
い

な
い
方
や
、
25
年
以
上
あ
る
が
満
額
と

な
る
40
年
に
満
た
ず
年
金
額
を
増
や
し

た
い
方
な
ど
が
、
60
歳
以
上
65
歳
ま
で

の
間
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す

ま
で
、
特
例
的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
60
歳
に
到

達
し
た
日
以
降
、
任
意
加
入
の
申
出
書

と
口
座
振
替
の
申
出
書
の
両
方
の
提
出

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

【
９
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

6
・
13
・
21
・
27
日

船
瀬
温
泉

●
区
域
外
（
県
外
）
放
送
の
個
別
ア

ン
テ
ナ
受
信
の
支
援

　

個
別
ア
ン
テ
ナ
で
県
外
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
を
受
信
し
て
い
る
世
帯
が
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
視
聴
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
で
、
今
後
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
加
入
の
受
信
対
策
を
行
う
際
に

支
援
し
ま
す
。

助
成
条
件　
難
視
地
区
対
策
計
画
の

区
域
内
で
、
現
在
、
個
別
ア
ン
テ
ナ

で
県
外
放
送
を
受
信
し
て
い
る
世
帯

（
補
助
決
定
前
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
さ
れ
た
場
合
は
補
助
対
象
外
）

助
成
額　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の
契

約
料
等
の
総
額
か
ら
３
万
５
千
円
を

除
い
た
額
（
上
限
３
万
円
）

受
付
期
間　
平
成
22
年
12
月
28
日
ま

で
（
上
記
期
間
以
降
の
平
成
23
年
１

月
か
ら
７
月
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
し
、
助
成
金
を
申
請
し
よ
う
と

す
る
方
も
申
し
込
み
可
能
）

問
い
合
わ
せ
は　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

あ
な
ん
（
☎
０
１
２
０

－
０
８
８

－

３
７
７
）
ま
た
は
徳
島
県
南
メ
デ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎
０
１
２
０

－

８
１
６

－
４
７
８
）
ま
た
は
地
域
支

援
課
（
☎
22

－
７
４
０
４
）
ま
た
は

デ
ジ
サ
ポ
徳
島
（
☎
０
５
７
０

－

０

７
４

－
０
０
７
）
へ

●
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
延
長

　

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
世
帯
に

対
し
て
、
簡
易
な
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

ー
の
無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を
、
12

月
28
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

対
象
世
帯

◎
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯

◎
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

◎
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
世
帯

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
省
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー(

☎

０
５
７
０

－

０
３

－

３
８
４
０)

へ

●
集
合
住
宅
等
へ
の
支
援

　

受
信
障
害
施
設
ま
た
は
集
合
住
宅

の
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
区
域
外
放
送

（
ア
ナ
ロ
グ
）
を
受
信
し
て
い
る
方

が
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
（
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
加
入
ま
た
は
設
備
改
修
）
を
行

う
場
合
も
国
の
支
援
（
条
件
あ
り
）

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

デ
ジ
サ
ポ
徳
島

（
☎
０
８
８

－６
０
３

－０
２
０
０
）
へ

●
地
デ
ジ
受
信
対
策
支
援
相
談
会

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
で
な
い
方
、

地
デ
ジ
に
つ
い
て
も
っ
と
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　
９
月
16
日
㈭
、
17
日
㈮

21
日
㈫
、
22
日
㈬
、
24
日
㈮　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所　
市
役
所
１
階　

ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
は　

デ
ジ
サ
ポ
徳
島

（
☎
０
８
８

－６
０
３

－０
２
０
０
）
へ

地
上
デ
ジ
タ
ル（
地
デ
ジ
）放
送
受
信
対
策
支
援
制
度

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
予
定
で
す
。

次
の
よ
う
な
国
の
地
デ
ジ
放
送
受
信
対
策
支
援
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

蒲
生
田
岬

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

➡

日
程　
９
月
11
日
㈯

●
完
成
式
典　
午
前
10
時
〜

　

場
所　

蒲
生
田
岬
駐
車
場

　

内
容　

除
幕
式
ほ
か

●
記
念
イ
ベ
ン
ト　
午
前
11
時
〜

場
所　

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

内
容　

・
藤
本
津
佳
さ
ん
の
歌

　
　
　

・
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
　
　

・
阿
波
踊
り

　
　
　

・
も
ち
投
げ

※
雨
天
決
行

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政
課

（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

完
成
イ
ベ
ン
ト

の
お
知
ら
せ

ケーブルテレビ事業者

ケーブルテレビへの移行

個別受信
（アナログ放送）
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９月10日は
「下水道の日」

美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

住
民
説
明
会

連
載
⑪

〜
下
水
道
〜

住
民
説
明
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
す

　

第
1
期
計
画
区
域
で
あ
る
富
岡
町

（
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
よ
り
西
側
）
で
は
、

平
成
23
年
4
月
か
ら
下
水
道
が
順
次

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
供
用
開
始
を
控
え
、
第

1
期
計
画
区
域
の
方
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
受
益
者
負
担
金
や
使
用
料
な

ど
に
つ
い
て
、
左
表
の
日
程
で
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
区

域
内
に
土
地
、
建
物
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
日
程
表
の
い
ず
れ
か

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

　

下
水
道
を
整
備
す
る
区
域
内
の

す
べ
て
の
土
地
に
対
し
一
度
限
り

賦
課
さ
れ
ま
す
。

◎
排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て

　

下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
、

排
水
設
備
を
各
家
庭
で
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
排
水
設
備
工
事
費
の
助
成
制
度

に
つ
い
て

　

排
水
設
備
工
事
費
用
の
個
人
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
助
成
金
の

交
付
や
工
事
借
入
資
金
の
支
払
利

子
の
補
給
を
い
た
し
ま
す
。

◎
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

　

下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
と

汚
水
の
量
に
応
じ
て
下
水
道
使
用

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22—

１
７
９
６
）
へ

開　催　日　時 場　　所

９月24日㈮ 午後７時〜

文化会館
２階研修室９月25日㈯ 各日とも

①午後２時〜
②午後７時〜９月26日㈰

10月１日㈮ 午後７時〜
ひまわり会館

大ホール10月３日㈰ ①午後２時〜
②午後７時〜

〜住民説明会の日程〜

平
成
22
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
が
実
施

さ
れ
ま
す

　

市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と
し
て

指
定
を
受
け
る
に
は
、
㈶
徳
島
県
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
試
験
に
合

格
し
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
証
」
を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

試
験
日
時　
11
月
15
日
㈪　

午
後
1
時

40
分
〜
3
時
40
分

試
験
会
場　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
３
階

第
2
特
別
会
議
室

受
験
申
込
期
間　
9
月
1
日
㈬
〜
10
月

1
日
㈮

受
験
申
込
書
配
布
場
所

・
市
役
所
下
水
道
課

・
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

・
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

　

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
書
提
出
先　
〒
７
７
０

－

０
９
３

９　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

く
わ
し
く
は　
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６
２
５

－

３
９

９
１
）
へ

ご
存
知
で
す
か
？

　
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー

　
「
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー
」
は
阿
南
市
の
委
託
事
業
で
、
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
様
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た

め
に
、
市
内
地
域
ご
と
に
６
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
・
介
護
予
防
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
や
高
齢
者
の
皆
様
の
権
利

を
守
る
こ
と
、
そ
の
他
の
相
談
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
し
て
、「
ど
こ

に
聞
い
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
担
当
地

域
の
「
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
介
護
認
定

申
請
の
代
行
な
ど
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
関
、

制
度
の
利
用
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
保
険
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

地 区 名 担 当 セ ン タ ー 電 話 番 号 所 　 在 　 地

富 岡・ 宝 田・ 中 野 島 阿 南 東 部 高 齢 者
お 世 話 セ ン タ ー 22 － 4577 宝田町今市金剛寺

43

見 能 林・ 橘・ 桑 野 阿 南 中 部 高 齢 者
お 世 話 セ ン タ ー 23 － 3728 見能林町南林 260

番地７

大 野・ 長 生・ 加 茂 谷 阿 南 西 部 高 齢 者
お 世 話 セ ン タ ー 23 － 5046 長生町西方 59

新 野・ 福 井・ 椿 阿 南 南 部 高 齢 者
お 世 話 セ ン タ ー 36 － 3634 新野町信里 65

伊島・那賀川・羽ノ浦①
（＝②以外の地区）

阿南北部第１高齢者
お 世 話 セ ン タ ー 42 － 2900 那賀川町苅屋 357

番地１

羽ノ浦②＝中庄・宮倉（背
戸田・本村居内・原ノ内・
前田・羽ノ浦居内・南浦・
恵田・山崎・ながれ）

阿南北部第２高齢者
お 世 話 セ ン タ ー 44 － 6836 羽ノ浦町中庄大知

渕８番地１

「お電話で…」「ご来所で…」「家庭訪問で…」
ご相談に応じます。お気軽にご利用ください！
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漁
師
を
目
指
す
少
年
の

ひ
と
夏
の
奇
跡

－

海難遺児救済
チャリティ上映会

上
映
日
程
・
会
場

◆８月29日㈰　情報文化センター（コスモホール）
　①10:30　②12:30　③14:30

◆８月30日㈪	 　		◆８月31日㈫　福井公民館
　椿公民館　①19:00 ①14:00　②19:00

◆９月３日㈮、４日㈯、５日㈰　文化会館（夢ホール）
　①10:30　②12:30　③14:30　④18:30（３日のみ）

前売り券 （一般）1,000円　（当日1,300円）

【主催】徳島新聞社／映画「奇跡の海」阿南市上映実行委員会
【問い合わせは】徳島映画センター内（☎088−631−5847）または

秘書広報課（☎22−1110）へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

229件（1,504）
0人（    4）

43人（  305）

救 急 件 数
搬送人員

274件（1,761）
269人（1,709）

火 災 件 数
損 害 額

1件（   29）
1,168千円（25,991千円）

●阿南署管内平成22年７月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

銃
刀
法
の
申
出
制
度
に
つ
い
て

　

銃
刀
法
の
申
出
制
度
と
は
、
銃
砲

刀
剣
類
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
猟
銃
や
刀

剣
類
を
所
持
し
て
い
る
人
が
、
そ
の

言
動
等
か
ら
所
持
し
て
い
る
猟
銃
な

ど
を
使
用
し
て
人
に
危
害
を
加
え
た

り
、
自
殺
等
の
自
傷
行
為
に
及
ん
だ

り
す
る
と
心
配
さ
れ
る
場
合
、

①
同
居
し
て
い
る
人

②
付
近
に
居
住
し
て
い
る
人

③
勤
務
先
が
同
じ
で
あ
る
人

が
そ
の
こ
と
を
文
書
、
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
公
安

委
員
会
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

球場へ行こう！
アグリあなんスタジアム

９月の日程
○四国九州アイランドリーグ　18:00〜
　 4日㈯　VS香川オリーブガイナーズ
　10日㈮　VS長崎セインツ
　20日㈷　VS愛媛マンダリンパイレーツ

※４日には、徳島インディゴソックスの選手と合同で人権啓発
活動を行います。

○第４回マルハンドリームカップ県予選大会
　 5日㈰　9:00〜17:00（準決・決勝戦）
○徳島県高校野球秋季大会
　11日㈯、12日㈰、18日㈯、19日㈰、20日㈷、23日㈷
○野球観光ツアー
　24日㈮　9:00〜15:00（還暦野球チーム）

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

※お車の駐車は、阿南商工会議所駐車場をご利用ください。

申し込み・問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

阿南光のまちステーションプラザからのお知らせ
【９・10月催し案内】

■展示コーナー

開催日時 催しの内容

９月１日㈬〜９日㈭
午前10時〜午後８時

押し絵展

９月11日㈯〜24日㈮
午前10時〜午後８時

かずらと流木展

９月28日㈫〜10月10日㈰
午前10時〜午後８時

さくらサークル作品展
（パンフラワー）

10月13日㈬〜11月２日㈫
午前10時〜午後８時

夏祭りフォトコンテスト
入賞作品展

■体験コーナー

開催日時 催しの内容

９月１日㈬から
午後１時～７時
（ただし㈪・㈭を除く）

竹細工カルチャー講座
◎阿波踊り竹人形作り体験（1体＝ 300円）

◎星型行
あん

灯
どん

作り（3,000円）
※時間内でご都合に合わせて講座開設しま
す。ぜひお申し込みください。

９月12日㈰
①午前10時～正午
②午後１時～３時

かずらと流木で作るLEDきのこオブジェ
定員25人・参加費3,000円（材料費）
申込締切日：９月７日㈫

10月３日㈰及び10日㈰
午後１時～３時
（２回連続）

粘土でお花作り
定員10人・参加費500円
申込締切日：９月28日㈫

10月24日㈰
午前10時～正午

かずらの六角網かご作り
定員20人・参加費2,000円（材料費）
申込締切日：10月18日㈪

「奇跡の海」は、子どもたちの健やかな成長と
漁業後継者の育成を応援しています。

追加上映決定！
◆９月12日㈰　那賀川社会福祉会館
①10:30　②13:30
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有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
れ

　

大
切
に
育
て
た
農
作
物
を
野
生
鳥
獣
か
ら
守
る
方
法
を

学
ぼ
う
と
農
業
関
係
者
約
30
人
に
よ
る
勉
強
会
が
行
わ
れ
、

サ
ル
・
シ
カ
の
生
体
や
群
れ
の
成
り
立
ち
、
電
気
柵
の
効

果
、
猟
友
会
に
よ
る
駆
除
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ア
ソ
フ
ト
ガ
ン
な
ど
有
害
鳥
獣
を
手
軽
に
撃

退
で
き
る
道
具
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
し
て
い
た
藤
田
さ
ん

（
新
野
町
）
は
「
使
い
や
す
く
効
果
が
あ
り
そ
う
」
と
、

実
際
に
手
に
と
っ
て
試
し
て
い
ま
し
た
。

仙
台
七
夕
飾
り
に
笑
顔
が
集
う

　

仙
台
七
夕
飾
り
と
阿
波
踊
り
な
ど
を
融
合
し
た
手
づ
く

り
の
お
祭
り
「
西
部
公
園
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
延
べ

２
，
０
０
０
人
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
色
鮮
や
か
な
仙
台
七
夕
飾
り
の
下
で
大
野

婦
人
会
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

友
達
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
い
た
中
大
野
町
の
奥
谷
飛
鳥

く
ん
（
大
野
小
３
）
と
美
馬
慈
希
く
ん
（
大
野
小
３
）
は

「
和
太
鼓
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
面
白
か
っ
た
」
と
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

7／18

知
る
こ
と
で
守
れ
る
環
境
が
あ
り
ま
す

　

公
共
用
の
水
域
の
水
質
浄
化
に
は
生
活
排
水
対
策
が
大

切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
で
の
排
水
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
福
井
地
域
を
対
象
に
実
践
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

味
噌
汁
の
飲
み
残
し
な
ど
を
排
水
し
た
場
合
の
水
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
や
そ
の
軽
減
策
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
。
婦
人

会
役
員
の
皆
さ
ん
を
通
し
て
、
啓
発
グ
ッ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
配
布
し
て
、
各
家
庭
で
の
排
水
対
策
の
実
践
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

夏
の
夜
空
に
輝
く
星
を
見
よ
う

　

市
内
外
か
ら
61
人
の
親
子
が
参
加
し
た
星
空
観
察
会
で

は
、
星
座
早
見
盤
を
使
っ
て
夏
の
星
座
を
調
べ
た
り
、
星

の
明
る
さ
や
恒
星
と
惑
星
の
違
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

天
体
観
測
が
大
好
き
で
授
業
の
復
習
に
と
参
加
し
た
福
田

龍
弥
く
ん
（
新
野
小
４
）
は
「
星
座
早
見
盤
を
使
っ
て
観

察
す
る
の
が
楽
し
み
」。
福
田
彩
乃
さ
ん
（
新
野
小
３
）

は
「
自
分
の
星
座
（
さ
そ
り
座
）
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

7／18
7／30

水
泳
っ
て
楽
し
い
！
親
と
子
の
水
泳
教
室

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
正
し
い
泳
ぎ
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
７
月
30
日
か
ら
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
内
小
学
生
と
そ
の
親
22
組
48
人
が
参
加

し
、
市
水
泳
連
盟
会
員
の
指
導
の
も
と
、
水
中
ジ
ャ
ン
ケ

ン
や
バ
タ
足
を
す
る
な
ど
水
に
慣
れ
る
練
習
か
ら
始
め
ま

し
た
。
体
感
し
な
が
ら
学
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
、「
ク

ロ
ー
ル
25
㍍
を
泳
げ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
山
本
雄
希
弥
く
ん
（
羽
ノ
浦

小
４
）。
上
達
の
速
さ
に
親
子
と
も
に
に
っ
こ
り
で
す
。

な
ぜ
浮
く
の
？
ど
う
し
て
進
む
の
？

　

夏
休
み
の
発
明
工
夫
工
作
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
明
教
室
」

に
、
定
員
を
超
え
る
45
人
の
小
学
生
が
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ

ト
作
り
に
挑
戦
。
モ
ー
タ
ー
を
回
す
と
本
体
が
浮
き
上
が

っ
た
り
直
進
し
た
り
す
る
の
を
、
み
ん
な
が
不
思
議
そ
う

に
見
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
今
川
詩
那

く
ん
（
見
能
林
小
４
）
は
、「
電
気
の
し
く
み
と
か
が
分

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
、
自
分
の
作
品
と
篠
原
広
法
く
ん

（
見
能
林
小
６
）
の
作
品
と
を
見
比
べ
て
い
ま
し
た
。

7／30

7／17
7／16
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温
泉
で
心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

四
国
最
東
端
の
天
然
温
泉
で
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
後
、
夏
の
踊
り
や
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
船

瀬
温
泉
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

艶あ
で

や
か
な
衣
装
で
陽
気
に
踊
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
地
元
の

朝
啄
会
に
よ
る
唄
と
三
味
線
演
奏
が
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
と
、
藤
本
津
佳
さ
ん
の
ギ
タ
ー
と
美
し
い
歌
声

が
夏
の
暑
さ
で
疲
れ
た
お
客
さ
ん
の
心
を
癒
し
て
い
ま
し

た
。

　

市
役
所
の
窓
口
業
務
や
施
設
案
内
な
ど
の
行
政
情
報
、

観
光
や
特
産
品
の
紹
介
な
ど
の
地
域
情
報
を
ま
と
め
た

「
阿
南
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を
作
成
し
て
市
民
の
み
な

さ
ん
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、
８
月
２
日
、
阿
南
市

と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
（
大
阪
市
中
央
区
）
と
の
間
で
、
共

同
発
行
に
関
す
る
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
行
部
数
は
３
３
，
０
０
０
部
（
Ａ
４
判
カ
ラ
ー
）
で
、

平
成
23
年
３
月
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

祭
り
で
深
ま
る「
１い

８や

４し

㎞」

の
交
流

　

広
域
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ
Ｍ

Ａ
地
域
連
携
推
進
事
業
」
の
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
、
岩
浅
市
長
と
さ

さ
ゆ
り
連
23
人
が
、
７
月
31
日
、
高

知
県
安
芸
市
を
訪
問
。
４
カ
所
の
老

人
福
祉
施
設
の
慰
問
や
安
芸
納
涼
市

民
祭
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
に
会
い

に
き
ま
し
た
」
と
細
川
連
長
の
一
声

で
さ
さ
ゆ
り
連
の
軽
快
な
踊
り
が
披

露
さ
れ
る
と
、
感
激
し
た
お
年
寄
り

か
ら
は
手
づ
く
り
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
踊
り
パ
レ
ー

ド
で
は
、
本
町
通
り
に
設
置
さ
れ
た

８
カ
所
の
演
舞
場
に
11
グ
ル
ー
プ
が

次
々
に
踊
り
込
み
、
爆
音
に
合
わ
せ

て
華
麗
に
舞
踊
る
よ
さ
こ
い
と
、
鳴

り
物
の
音
色
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

乱
舞
す
る
阿
波
踊
り
と
の
共
演
が
、

沿
道
に
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
見
物
人

を
魅
了
し
ま
し
た
。
安
芸
市
で
も
阿

波
踊
り
人
気
は
高
く
、
さ
さ
ゆ
り
連

が
登
場
す
る
と
、
ひ
と
際
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

安
芸
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
石
坂
さ
ん
（
岩
崎
弥
太
郎
そ
っ

く
り
さ
ん
）
が
、
さ
さ
ゆ
り
連
の
高

張
り
提
灯
を
持
っ
て
踊
り
流
す
様
子

は
、
Ａ
Ｍ
Ａ
交
流
事
業
な
ら
で
は
の

光
景
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
龍
馬

伝
人
気
に
も
あ
や
か
っ
て
、
県
境
を

越
え
た
１
８
４
㎞
の
交
流
が
さ
ら
に

活
気
づ
き
ま
し
た
。

阿南市

安芸市

8／2
8／1

　小学校英語教室に72組の親子が参
加しました。
　「先生が歌やゲームで楽しい英語を
教えてくれてよかった」と話していた
井本壮真くん（羽ノ浦小２）。

英語で歌って、遊んで

　夏休みの自由研究にしたいと参加し
ていた久保晴生くん（富岡小２）。父・
拓也さんは、「最近引っ越してきたの
で、ごみの分別方法が知りたかった」
と熱心に受講されていました。

夏休み親子で
分別教室

地元の人も一緒に阿波踊り
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で
は
日
本
と
真
逆
の
季
節
が
あ
る
と
習
っ

た
時
に
は
「
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
い

ま
し
た
。

　

今
で
は
私
が
小
学
生
で
抱
い
た
夢
は
な

ん
と
二
つ
も
実
現
し
ま
し
た
。
寝
な
が
ら

テ
レ
ビ
で
映
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

日
本
が
真
冬
の
時
に
真
夏
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
へ
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。
あ
と
は
自
動
の
お

風
呂
…
。「
年
を
と
っ
て

介
護
を
し
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
自
動
の
お

風
呂
み
た
い
に
し
て
も
ら

え
る
わ
」
と
友
達
に
一
笑

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
世
の
中
は
ど
ん
ど
ん
変
わ

る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
風
に
な
る
か
を

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
老
後
を
迎
え
た
い
で

す
。

　

次
は
、
津
乃
峰
町
の
藤
本
文
子
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
は
や
六
十
二

年
、
世
の
中
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。

私
は
小
学
生
の
頃
、
よ
く
祖
母
に
連
れ

ら
れ
て
映
画
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
冬

の
寒
い
中
、

木
の
椅
子
に

座
り
な
が
ら

「
こ
れ
が
布

団
の
中
か
ら

見
ら
れ
た
ら

ど
ん
な
に
い

い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
私
は
昔
の
子
ど
も
そ
の
も
の
で
、

へ
と
へ
と
に
な
る
ま
で
遊
び
、
お
風
呂

に
入
る
時
に
は
疲
れ
果
て
て
い
て
「
こ

れ
が
自
動
で
お
湯
に
入
れ
て
く
れ
て
、

体
を
洗
っ
て
、
タ
オ
ル
で
拭
い
て
く
れ

て
、
す
ぐ
に
寝
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
い

い
だ
ろ
う
。」
ま
た
、
学
校
で
南
半
球

独
り
言

432

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

樫
木

熟
れ
を
待
つ
猿
の
枝
風
枇
杷
の
惨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
本　

雅
宣

草
刈
機
仲
間
を
誘
う
唸
り
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

喜
代

狛
犬
の
口
一
文
字
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　
　

玲
子

手
品
師
の
指
よ
り
子
鳩
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
冨
美
子

掌
に
乗
り
て
右
往
左
往
の
山
の
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

隆
文

思
ひ
馳
せ
名
を
刻
み
を
る
盆
提
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
崎　
　

稔

大
夕
焼
空
一
杯
の
畑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

春
月

熟
れ
頃
の
ト
マ
ト
数
へ
る
垣
根
越
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
島　

春
海

ほ
う
た
る
や
川
に
由
来
の
孝
子
伝

阿
南
川
柳
会
会
長

髙

木

旬

笑　

選

川　

柳

鈴
木
レ
イ
子

日
本
の
夏
大
の
字
に
寝
る
青
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

湯
加
減
の
よ
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
至
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
田　

富
子

ふ
と
こ
ろ
の
深
い
港
で
あ
り
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

温
暖
化
地
球
の
命
病
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

鶴
子

船
の
旅
夢
に
見
て
い
る
預
金
高

平
成
22
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品
入
選
歌

短　

歌

米
田　

啓
子

エ
ン
ジ
ン
の
音
軽
や
か
に
田
植
機
は
苗
を
つ
ま
ん
で

行
儀
よ
く
さ
す

　
　
　
　
　
　
　

安
田　

満
江

鍬
や
鎌
久
し
く
持
た
ぬ
吾
が
手
も
と
ま
め
は
消
え
ゆ

き
夕
日
が
つ
つ
む

　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

芙
美

冬
陽
満
つ
部
屋
に
ま
ろ
び
て
歌
誌
め
く
る
八
十
路
の

午
後
の
小
さ
き
し
あ
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

利
子

白
足
袋
の
す
り
足
さ
ば
き
も
厳
か
に
弓
ひ
き
し
ぼ
る

如
月
の
庭

　
　
　
　
　
　
　

岩
浅
タ
ミ
子

筍
掘
る
人
等
の
軽
ト
ラ
戻
り
く
る
荷
台
一
杯
春
が
一

ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　

入
谷
五
十
鈴

あ
な
た
ま
あ
ど
う
し
て
こ
ん
な
名
貰
っ
た
の
ル
リ
色

可
憐
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

薄
味
の
朝
食
を
と
り
梅
干
し
を
ひ
と
粒
今
日
の
始
ま

り
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

服
部
寿
美
子

こ
わ
ば
り
し
手
を
グ
ー
パ
ー
で
ほ
ぐ
し
を
り
寝
床
で

吾
の
朝
が
始
ま
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

近
藤
と
き
子

朝
涼
し
出
勤
前
の
草
を
抜
く

市
民
文
芸

中 林 町
加本たえ子さん
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菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
。

　

平
島
公
方
初
代
義
冬
は
十
一
代
将
軍
義
澄
の

子
で
あ
り
母
は
阿
波
守
護
細
川
成
之
の
娘
で
あ

る
。

　

天
文
三
（
一
五
三
五
）
年
、
阿
波
守
護
細
川

持
隆
に
招
か
れ
、
那
賀
郡
平
島
に
居
住
し
た
。

平
島
は
足
利
氏
と
関
係
の
深
い
天
龍
寺
の
荘
園

だ
っ
た
。

　

持
隆
の
妻
は
山
口
の
大
内
義
興
の
娘
で
あ
る

が
、
そ
の
妹
を
義
冬
の
妻
と
し
た
。

相
国
寺

　

京
都
五
山
第
二
位
。
臨
済
宗
相
国
寺
派
大
本

山
。
開
山
春
屋
妙み
ょ
う
は葩

、
開
基
足
利
義
満
。

　

塔
頭
に
鹿
苑
院
（
金
閣
）、蔭お
ん

涼り
ょ
う

軒
等
が
あ
る
。

　

天
龍
寺
、
相
国
寺
と
も
公
方
家
阿
波
国
退
去

前
か
ら
連
絡
を
と
り
合
っ
て
い
た
。
京
都
入
り

後
も
し
ば
し
ば
接
触
し
て
い
る
。

　

相
国
寺
塔
頭
恵
林
院
大
和
尚
か
ら
の
書
簡
は

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
〜
五
年
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
文
中
に
「
国
主
（
蜂
須
賀
）
よ
り
御
会

釈
御
扱
い
軽
く
国
主
は
尊
大
に
な
り
、
あ
な
た

は
不
満
つ
の
り
し
の
び
が
た
く
な
り
御
出
国
さ

れ
た
。
御
残
念
、
口
惜
し
か
っ
た
こ
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。」

　
「
御
家
は
当
今
無
禄
無
格
に
て
阿
波
公
方
と

唱
え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
天
下
へ

出
ら
れ
る
時
に
は
公
方
号
を
唱
え
ら
れ
る
は
む

ず
か
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
世
情
で
は
い
ろ
い

ろ
な
説
も
あ
り
ま
す
の
で
、
江
戸
表
へ
御
書
付

は
申
す
に
及
ば
ず
口
演
（
発
言
）
を
御
慎
し
み

さ
れ
た
方
が
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

参
考
「
平
島
公
方
史
料
集
」

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その55

京
都
五
山

　

前
回
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
八
月
二
十

六
日
、
公
方
一
行
は
京
都
等
持
院
に
到
着
。
閏

八
月
一
日
ま
で
等
持
院
方
丈
に
滞

留
。
同
二
日
等
持
院
塔
頭
功
運
院

へ
移
っ
た
こ
と
を
書
い
た
。

　

寺
名
を
い
ろ
い
ろ
と
書
い
た
が
、

読
者
の
中
に
は
理
解
し
づ
ら
い
だ

ろ
う
か
ら
、
関
係
の
あ
る
等
持
院
、

天
龍
寺
、
相
国
寺
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
て
お
こ
う
。

　

京
都
で
最
も
格
式
の
高
い
禅
寺

で
天
龍
、
相
国
、
建
仁
、
東
福
、

万
寿
の
五
カ
寺
を
京
都
五
山
と
い

う
。
序
列
は
掲
載
順
で
あ
る
。

等
持
院

　

臨
済
宗
天
龍
寺
派
で
、
格
式
は

高
い
。
開
山
は
夢
窓
疎
石
、
開
基

は
足
利
尊
氏
。

　

も
と
も
と
真
言
宗
で
仁
和
寺
末

だ
っ
た
。
一
時
衰
え
て
い
た
の
を

暦
応
年
間
（
一
三
三
八
〜
四
二
）

夢
窓
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
、
禅
寺

　

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
京
都
に
い
た
勤

王
派
浪
士
が
語
ろ
う
て
等
持
院
に
安
置
さ
れ
て

い
る
尊
氏
ら
三
代
の
木
像
の
首
を
切
っ
て
三
条

河
原
に
さ
ら
し
た
。

　

当
然
、
幕
府
か
ら
の
追
及
を
受
け
、
中
島
錫ま
す

胤た
ね

は
小
室
信し
の

夫ぶ

と
と
も
に
阿
波
へ
逃
れ
、
石
井

町
覚
円
の
志
摩
利
右
衛
門
を
頼
み
、
や
が
て
佐

古
大
安
寺
下
の
志
摩
家
の
別
荘
に
隠
れ
て
い
た

と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
た
。

　

小
室
と
と
も
に
六
カ
年
間
投
獄
さ
れ
、
慶
応

元
（
一
八
六
八
）
年
一
月
、
王
政
復
古
に
よ
っ

て
釈
放
さ
れ
た
。
中
島
は
兵
庫
県
令
、
元
老
院

議
官
を
務
め
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
貴
族
院
議

員
に
も
勅
選
さ
れ
、
下
級
藩
士
の
出
で
従
二
位

に
ま
で
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
は
珍
し
い
。

　

小
室
は
京
都
丹
後
の
出
身
で
、
明
治
維
新
後
、

岩
鼻
県
知
事
、
徳
島
藩
大
参
事
、
貴
族
院
議
員

を
歴
任
。
板
垣
退
助
ら
と
と
も
に
民
撰
議
院
設

立
を
提
言
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

天
龍
寺

　

京
都
五
山
の
第
一
位
。
臨
済
宗
天
龍
寺
派
大

本
山
。
開
山
は
夢
窓
疎
石
。
開
基
は
足
利
尊
氏
、

直
義
兄
弟
。
尊
氏
が
滅
ぼ
し
た
後
醍
醐
天
皇
の

平島を荘園としていた足利氏と関係の深い天龍寺（㈳京都市観光協会提供）

室
町
幕
府・平
島
公
方（
十
九
）

と
な
っ
た
。

　

足
利
将
軍
歴
代
の
葬

送
は
こ
の
寺
で
行
わ
れ

た
。
足
利
尊
氏
、
義
詮
、

義
満
等
歴
代
将
軍
の
木

像
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

足
利
三
代
木
像
梟き
ょ
う

首し
ゅ

事
件
の
首
謀
者
の
一
人

が
阿
波
人
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
も
知
ら
れ
て
い

る
。

広報 平成22年（2010年）9月1日 〔第626号〕1�



巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間

９月 1日 ㈬
阿 南 荘 前 13：30〜14：00
老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30

2日 ㈭ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20
新 野 駅 前 14：30〜15：00

3日 ㈮
加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20
吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00

7日 ㈫
福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15
阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00

10日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40
山 口 分 館 前 14：50〜15：20

14日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

16日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

17日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00

24日 ㈮ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00
宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

28日 ㈫ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020

那賀川図書館　☎42－3111
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　９月11日㈯　午前８時30分〜10時
・中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）
・市民ギャラリー（入場無料）
「七五三写真展」タカツ写真館
９月２日㈭〜９月12日㈰

阿南図書館　☎23－2020
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ

赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
午前10時30分〜11時

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100

阿南市立図書館だより
9	月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 休

（カレンダー中のマーク　　休…休館日　　☆…おはなし会　　★…ぴよちゃんくらぶ　　◆…阿波公方の苑美化作業）

図書館の資料は、すべての市民の貴重な財
産です。必ず期限内に返してください。

　

12
人
の
小
学
生
が
一
日
図
書
館
司
書
を
体

験
し
ま
し
た
。
７
月
21
日
に
参
加
さ
れ
た
み

な
ん
さ
ん
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鴛
原
智
尋
さ
ん
（
見
能
林
小
６
）

　

本
に
コ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
を
つ
け
る
の
が
難

し
か
っ
た
け
ど
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
が

楽
し
か
っ
た
。

清
原
愛
理
さ
ん
（
見
能
林
小
６
）

　

本
の
貸
し
出
し
や
パ
ソ
コ
ン
で
蔵
書
検
索

す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

柿
本
祐
佳
さ
ん
（
富
岡
小
６
）

　

本
を
整
理
す
る
場
所
が
分
か
り
づ
ら
か
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
体
験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

竹
内
美
結
さ
ん
（
富
岡
小
６
）

　

返
却
さ
れ
た
本
を
書
棚
に
戻
す
の
が
難
し

か
っ
た
。
コ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
を
つ
け
て
本
を

保
護
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

図書館って
こんな仕事をしてたんだ

親と子の読書感想文書き方教室のようす
（７月24日・那賀川図書館）

一日図書館司書のようす
（７月21日・阿南図書館）
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★宇宙の日特別講演会（無料・申込不要）

　ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）の職員の方にお越しい
ただき、最新の宇宙開発について小中学生向けに講演を行っ
ていただきます。講演に引き続き、大型望遠鏡を使った天体
観望会を行います。
日　　時　９月18日㈯　19：00〜21：00
参加方法　当日、開始時間までに科学センターにお越しください。

★手作り望遠鏡で星を観察しよう（有料・要申込）

　親子で本格的な６センチメートル屈折望遠鏡を作って、星
を観察します。工作に時間がかかるために２日間で行います。
　くわしくは、科学センターだよりをご覧ください。
日　　時　９月19日㈰・20日㈷　両日とも13：30〜19：00
対　　象　小学４年生〜中学生とその保護者
定　　員　25組　　
参 加 料　2,000円（工作材料費）
参加方法　参加申込用紙に必要事項を記入し、持参、郵送、

FAXにて科学センターまでお送りください。
先着順に受け付けをして、定員になり次第に締め
切ります。

主　　催　阿南星空クラブ

★中秋の名月観望会（有料・申込不要）

　９月 22 日は、月が最もきれいに見える「中秋の名月」です。
なぜ「中秋の名月」と呼ばれるのか、月の観察の楽しみ方な
どを説明して、大型望遠鏡などで中秋の名月を観察します。
日　　時　９月22日㈬　19：00〜21：00
参 加 料　大人300円、高校生250円、小・中学生200円

幼児無料
参加方法　当日、開始時間までに科学センターにお越しください。

★科学の広場（無料）

　子ども向け。10：30と13：30から実施。
実施日 テーマ

９月20日㈷ チューブクレーンで遊ぼう
　　23日㈷ ホログラムゴマを作ろう

★おもしろ科学実験（無料）

　毎週土・日曜日の 11：00 と 14：00 から実施。
　くわしい内容は科学センターまでお問い合わせください。

実施日 テーマ
９月 4日㈯ 水面で紙のうずしおを回してみよう

 5日㈰ 地震の科学　地盤の液状化を実験しよう
　　11日㈯ 水風船をビンから脱出させよう

　12日㈰ 電話帳で摩擦力の大きさをためそう
　18日㈯ 耳をすまして、野鳥の声を聞き分けよう

19日㈰ 試験管で熱音響の実験をしよう
　　25日㈯ ススキの葉で手が切れるわけを探ろう

　26日㈰ 地震の科学　地震に強い建物づくりを実験しよう

★市民の星空探訪（有料・要申込）
〜113センチメートル望遠鏡で見る宇宙〜

　大型望遠鏡を使った天体観望および天文工作を６回シリー
ズで行う大人向けの天文講座です。
日　　時　10月13日〜12月22日の間、隔週水曜日に実施

原則として 19：00 〜 21：00
対　　象　中学生以上
参 加 料　3,000 円（観望料、テキスト代、工作材料費含む）
定　　員　20人
参加方法　科学センターにある参加申込書に必要事項を記入

して、参加料を添えて、お申し込みください。

科学センターからのお知らせ

情報文化センターからのお知らせ

　市内の音楽愛好家の皆さんが一堂に会し、日ごろの研鑽の成果
を披露します。バラエティーに富んだ演奏をお楽しみください。
日時・内容　９月25日㈯　午後２時開演予定

「洋楽の部」演奏：ピアノ、ギター、オカリナ、
合唱など　

９月26日㈰　午後２時開演予定
「邦楽の部」演奏：琴、三味線、尺八、大正琴など

会　場　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間・夜
間の観望会を実施しています。くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：９月６日㈪、13日㈪、21日㈫、27日㈪　　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

問い合わせは　情報文化センター（☎ 44−5000）へ
◎９月の休館日：６日、13日、20日、21日、27日、28日

第３回 コスモホール音楽祭

日　
時　
９
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

場　
所　
夢
ホ
ー
ル　

ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　
５
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ

ン
ク
付
き
・
２
人
以
上
20
％
割
引
・

５
人
以
上
40
％
割
引
）

出　
演　
平
岡
路
子
＆
平
岡
範
彦

曲　
目　
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い

出
、
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
、
宵
待
ち

草
な
ど

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢

ホ
ー
ル
市
民
協
議
会
夢
つ
く
り
あ

な
ん
（
☎
23

－

５
５
９
９
）
へ

♪ 

夢
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

　

『
歌
と
ギ
タ
ー
』
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ひろ
ば

市
民
の
情報

お
知
ら
せ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
で
、
上
陸
港
の
税
関
・

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど
。

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の

う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か

り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構

で
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
小
松
島
税
関
支
署

（
☎
０
８
８
５

－32

－
０
３
２
６
）
へ

お
知
ら
せ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
利
用
を

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

利
率　
固
定
金
利
で
年
２
・
75
％（
母

子
家
庭
の
方
は
年
２
・
35
％
）

※
金
利
は
８
月
５
日
現
在
の
も
の

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児

家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い

て
は
18
年
以
内
）

使
い
み
ち　
入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金
・
家
賃

保
証　
㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

問
い
合
わ
せ
は　
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７

０

－

０
０
８

－

６
５
６
）
へ

募
集

子
育
て
支
援
事
業

砂
の
造
形
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
親
子
の

絆
を
深
め
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
子
育
て
中
の
親
子
40
組

（
３
歳
〜
小
学
６
年
生
以
下
）

日
時　
10
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　
月
見
ケ
丘
海
浜
公
園
（
板
野

郡
松
茂
町
豊
岡
字
山
ノ
手
）

※
「
道
の
駅
公
方
の
郷
な
か
が
わ
」

か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

参
加
費　
１
人
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
10
月
４
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
手
紙
に
て
㈶
徳

島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

〒
７

７
０

－
０
９
４
３　

徳
島
市
中
昭
和

町
１
丁
目
２　

県
立
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
（
☎
０
８
８

－

６
５
４

－
７
４
１
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８

－

６
５

４

－

７
４
１
４
・
ア
ド
レ
スtk‐

boshi@
proof.ocn.ne.jp

）
池
田

へ募
集中

国
語
教
室
受
講
生

　
「
ニ
ー
ハ
オ
」
か
ら
始
め
る
初
心

者
の
た
め
の
中
国
語
教
室
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
30

分
〜
９
時
（
９
月
３
日
開
講
）

会
場　
富
岡
公
民
館

講
師　
崔サ
イ　

芳ホ
ウ

さ
ん

受
講
料　
月
額
２
，
７
０
０
円
（
市

国
際
交
流
協
会
会
員
は
２
，
５
０
０

円
）

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

問
い
合
わ
せ
は　
国
際
交
流
協
会　

林
（
☎
23

－

５
５
９
９
）
へ

募
集県

立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

平
成
23
年
４
月
入
校
訓
練
生

募
集
校　
徳
島
・
鳴
門
・
阿
南
・
西

部
校

募
集
訓
練
科　
各
校
で
違
い
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間　
１
〜
２
年

申
込
期
間　
９
月
30
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
26

－

０
２
５
０
）
へ

募
集硬

式
テ
ニ
ス
部
員

　

テ
ニ
ス
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、
一
緒

に
練
習
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
お
お
む
ね
男
性
55
歳
、
女
性

50
歳
の
方
。

日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前
９

時
〜
午
後
１
時
・
午
後
１
時
〜
５
時

場
所　
南
部
健
康
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
は　
市
テ
ニ
ス
協
会
シ

ニ
ア
委
員
会　

湯
浅
（
☎
０
９
０

－

３
１
８
０

－

９
５
７
１
）
ま
た
は
山

中
（
☎
０
９
０

－

３
９
８
８

－

４
０

６
５
）
へ

イ
ベ
ン
ト

徳
島
い
の
ち
の
電
話
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０

　
「
涙
が
止
ま
ら
な
い
」
と
マ
ス
コ

ミ
各
社
で
話
題
の
主
婦
ユ
ニ
ッ
ト

「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
ｎ
（
コ
ク
ー
ン
）」
の

歌
は
、
全
国
各
地
で
幅
広
い
世
代
の

共
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
幼
い
息
子

の
死
や
い
じ
め
な
ど
、
曲
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
共
に
綴
る
感
動
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
１
日
㈮　

午
後
７
時
〜

（
６
時
30
分
開
場
）

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
）

チ
ケ
ッ
ト　
前
売
り
（
大
人
１
，
２

０
０
円
・
学
生
１
，
０
０
０
円
）
当

日
（
大
人
１
，
５
０
０
円
・
学
生
１
，

２
０
０
円
）
小
・
中
学
生
は
無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売　
平
惣
各
店

問
い
合
わ
せ
は　

（福）
徳
島
県
自
殺
予

防
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

６

１
７
１
）
へ

イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
ズ
＆
フ
ラ

夢
の
ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト

〜
パ
ー
ト
５
〜

　

フ
レ
ン
ズ
（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
）
と
ア
イ
カ
ネ
ア
ナ
ン
（
ア
ロ
ハ

サ
ー
ク
ル
）、
シ
ー
ズ
（
知
的
障
害

者
更
生
施
設
）
に
よ
る
ダ
ン
ス
を
存

分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
演
（
１
時
開
場
）

場
所　
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
浦
田
晴
子
（
☎
０

９
０

－

２
７
８
０

－

２
５
３
６
）
へ
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相
談
会

無
料
法
律
相
談
等
の
実
施

日
時　
10
月
13
日
㈬　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

相
談　
法
律
一
般
（
一
人
当
た
り
お

よ
そ
20
分
）

定
員　
80
人

申
込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
電
話
に

て
10
月
４
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
は
が
き
の
場
合
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

相
談
希
望
時
間
帯
（
午
前
・
午
後
の

別
）
を
記
入
し
、
〒
７
７
０

－

８
５

２
８　

徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
５
番

地　

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
法

律
相
談
係
」
へ
（
当
日
必
着
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
徳
島

地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係
（
☎
０

８
８

－

６
０
３

－

０
１
１
１
）
へ

イ
ベ
ン
ト

航
空
祭

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地
公
開

日
時　
９
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時

場
所　
海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

（
板
野
郡
松
茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓
）

催
し
の
内
容　
航
空
機
地
上
展
示
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行
な
ど

※
駐
車
場
は
、
徳
島
阿
波
お
ど
り
空

港
横
の
特
設
駐
車
場
（
無
料
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
無
料
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
司
令
部
広
報
室
（
☎
０

８
８

－

６
９
９

－

５
１
１
１
）
へ

イ
ベ
ン
ト

橘
Wa
ン
ダ
ー
防
災
フ
ェ
ス
タ

　

豪
華
商
品
が
当
た
る
防
災
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
く
防
災
の
こ
と
を
学
べ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所　
Ｊ
パ
ワ
ー
＆
よ
ん
で
ん
Wa
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
（
福
井
町
）

内
容　
防
災
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
警
察

音
楽
隊
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＆
ち
び
っ

こ
消
防
士
撮
影
会
・
レ
ス
キ
ュ
ー
ド

ッ
グ
シ
ョ
ー
・
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

問
い
合
わ
せ
は　
Ｊ
パ
ワ
ー
＆
よ
ん

で
ん
Wa
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
（
☎
34

－

３

２
５
１
）
へ

催
し

第
23
回
那
賀
川
中
学
校
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

バ
ン
ド
部
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　
９
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所　
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

演
奏
曲　
汐
風
の
マ
ー
チ
ほ
か

※
入
場
は
無
料
で
、
お
楽
し
み
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

那
賀
川
中
学
校

（
☎
42

－

０
０
５
８
）
へ

催
し伝

統
と
新
風
、
力
み
な
ぎ
る

「
富
岡
西
校
祭
」
公
開

日
時　
９
月
４
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
公
開
は
初
日
の
み
）

内
容　
各
種
展
示
・
催
し
物
・
バ
ザ

ー
・
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

※
来
校
の
際
は
、
受
付
で
記
名
等
を

し
て
く
だ
さ
い
。
中
・
高
校
生
は
制

服
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
場

は
グ
ラ
ン
ド
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
富
岡
西
高
等
学
校

（
☎
22

－

０
０
４
１
）
へ

催
し

北
朝
鮮
の
人
権
侵
害
を
考
え
る

市
民
集
会

日
時　
９
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
１
時
開
場
）

会
場　
那
賀
川
図
書
館　

研
修
室

テ
ー
マ　
「
総
合
犯
罪
国
家
」
北
朝

鮮
と
拉
致
問
題

講
師　
黒
坂　

真
さ
ん
（
大
阪
経
済

大
学
教
授
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。

※
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｈ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
徳
島　

丸
山（
☎
22

－

１
０
３
３
）

へ

講 座 名 レーザでオリジナルネ
ームプレートを作ろう！

レーザでオリジナ
ル時計を作ろう！ タグラグビー体験

日 時
９月26日㈰ 11月28日㈰ 10月９日、23日、11月

13日、27日㈯（計４回）

8:30〜12:30 9:30〜15:30 10:00〜11:00

場 所 阿南高専実験実習工場 Ｗaンダーランド芝生広場

対 象 者 小学５・６年生、中学生 小・中学生

受 講 料 無　料（別途傷害保険料必要）

定 員 ８人 ８人 15人

申込期間 ９月１日㈬〜８日㈬（土・日を除く） ９月27日㈪〜10月１日㈮
（土・日を除く）

問い合せは　阿南工業高等専門学校総務課企画係（☎23－7215）へ

講座内容　高専ホームページ（http://www01.anan‐nct.ac.jp/）に一覧を掲載
しています。

申込方法　本校所定の申込書があります。くわしくはお問い合わせください。

阿南高専公開講座の受講生募集 催
し

身
近
な
薬
草
展
を
開
催
し
ま
す

　

各
地
の
主
要
な
薬
草
や
薬
木
の
ほ

か
、
薬
酒
や
果
実
酒
及
び
薬
茶
な
ど

多
数
展
示
し
ま
す
。
ま
た
薬
草
栽
培

に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰　

午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
12
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
道
の
駅
公
方
の
郷
な
か
が
わ

※
入
場
無
料
。
薬
草
苗
や
種
子
等
の

無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。（
品
切
れ

の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
薬
草
協
会

阿
南
支
部　

松
下
（
☎
28

－

１
４
２

０
）
ま
た
は
森
（
☎
34

－

２
２
５
４
）

へ
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健
康
い
き
い
き
情
報

阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に

な
る
方
、
足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る

方
に
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
阿
波
踊
り
体
操
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

日
時　
９
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
（
９
時
30
分
〜
受
け
付
け
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

『
食
事
で
予
防
！
認
知
症
』
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

い
き
い
き
脳
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
摂

れ
た
食
事
か
ら

対
象　
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

日
時　
10
月
７
日
㈭　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

募
集
人
数　
30
人

内
容　
講
義
と
調
理
実
習

参
加
費　
４
０
０
円
（
材
料
代
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
締
切　
９
月
24
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
栄
養
講
座
』

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

代
謝
ア
ッ
プ
で
、
す
っ
き
り
お
腹

ま
わ
り

対
象　
市
在
住
の
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方

日
時　
10
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

募
集
人
数　
30
人

内
容　
講
義
と
調
理
実
習

参
加
費　
４
０
０
円
（
材
料
代
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
締
切　
９
月
28
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

　

加
齢
と
共
に
低
下
す
る
筋
力
を
適

度
な
運
動
で
維
持
向
上
し
、
転
ば
な

い
足
腰
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
９
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分（
10
時
〜
受
け
付
け
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上　

澄
さ
ん

対
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な

い
方

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
・
健
康

手
帳
（
無
い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

９月　献 血 実 施 一 覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

16日㈭
㈱精研 大 潟 町 10：00〜11：20
キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00〜16：30

29日㈬
日亜化学工業㈱新野工場 新 野 町 10：00〜11：10
阿南医師会中央病院 宝 田 町 13：00〜14：20

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　　（☎088－631－3200）へ

と
き

と　
こ　
ろ

１
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

３
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

７
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

８
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

13
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

14
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

27
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

28
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間　
中
野
島
・
桑
野
・
新
野
・
那

賀
川
・
福
井
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
椿

泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
押
し
花
作
り
が
あ
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

　お肉の生食や、焼肉、バーベキューな
どでお肉の加熱不足による腸管出血性大
腸菌Ｏ－157の食中毒が発生しています。
　特に、小さいお子様、ご高齢者の方、
抵抗力の弱い方などでは、食中毒の症状
が重症化してしまうことがあります。
　お肉は十分加熱し、お肉を焼くときは
トングなど専用の物を使うなど口に入れ
るのとは別のものを使いましょう。
問い合わせは
保健センター（☎22－1590）へ

腸管出血性大腸菌

Ｏ−157に
ご注意！
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子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
９
月
の
日
程
》

３
日
㈮　

水
遊
び

７
日
㈫　

お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

10
日
㈮　
「
武
田
真
由
美
の
節
約
ク

ッ
キ
ン
グ
」

午
前
10
時
〜

講
師:

武
田
真
由
美
さ
ん

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

一
部
材
料
費
を
い
た
だ
き

ま
す
。

14
日
㈫　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

午
前
10
時
〜
11
時

講
師
：
手
束
志
帆
さ
ん

17
日
㈮　

保
健
師
に
よ
る
身
体
計
測

（
母
子
手
帳
持
参
）

24
日
㈮　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
21
日
㈫
・
28

日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時問
い
合
わ
せ
は　
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保

育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
９
月
の
日
程
》

７
日
㈫　

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

14
日
㈫　

音
楽
の
ひ
と
と
き

講
師
：
杉
山
睦
子
さ
ん

21
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

28
日
㈫　

お
誕
生
会

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

《
９
月
の
日
程
》

７
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

14
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

21
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

28
日
㈫　

お
誕
生
会

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
９
月
の
日
程
》

７
日
㈫　

祖
父
母
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作

　
　
　
　

り

15
日
㈬　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

21
日
㈫　

子
育
て
講
座｢

ア
フ
リ
カ

の
太
鼓｣

講
師
：
井
浦
浩
子
さ
ん

28
日
㈫　

お
誕
生
会

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

《
９
月
の
日
程
》

３
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

６
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

10
日
㈮　

午
後
臨
時
休
園

12
日
㈰　

夕
涼
み
会

（
午
後
３
時
〜
５
時
30
分
）

13
日
㈪　

臨
時
休
園

14
日
㈫　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

17
日
㈮　

敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

作
り

21
日
㈫　

発
育
計
測

22
日
㈬　

流
し
そ
う
め
ん
大
会

24
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

29
日
㈬　

マ
マ
の
た
め
の
簡
単
デ
ジ

カ
メ
教
室

30
日
㈭　

お
誕
生
会

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時※
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全

運
転
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

子育てワイワイトーク

身体計測のようす：ひまわり会館

ワンポイントアドバイスのようす：那賀川社会福祉会館

広報 平成22年（2010年）9月1日 〔第626号〕�1



　

本
年
４
月
分
か
ら
受
給
す
る
た
め

に
は
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
月

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

は
し
か
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が

混
合
ワ
ク
チ
ン
で
２
回
接
種
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
第
１
期
対
象

　

生
後
12
カ
月
〜
24
カ
月
未
満

◎
第
２
期
対
象

　

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
〜
５
年
間
の

時
限
措
置
と
し
て

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
９
月
の
日
程
》

８
日
㈬　

桑
野
公
民
館

10
日
㈮　

新
野
公
民
館

15
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈬　

福
井
公
民
館

24
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
１
日
㈬
・
３
日
㈮
・
14

日
㈫
・
17
日
㈮
・
21
日
㈫
・
29
日
㈬

で
す
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
阿
南
市
に
住
所
が
あ

り
中
学
校
２
年
生
、
３
年
生
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
の
方
、

所
得
超
過
の
た
め
に
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
か
っ
た
方
で
、
ま
だ
申

請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
第
３
期
対
象

　

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ

◎
第
４
期
対
象

　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ

　

２
・
３
・
４
期
の
対
象
で
未
接
種

の
方
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

無
料
で
す
。
お
早
め
に
委
託
医
療
機

関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与

日
時　
９
月
３
日
㈮
・
30
日
㈭　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

病
後
時
保
育
だ
よ
り

（
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
生
後
６
カ
月
〜
小
学
３
年

日
時　
９
月
18
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時

場
所　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
保
育
室

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
遊

び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
お

や
つ
な
ど

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
後
時
保
育
（
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
☎
０
８
０

－

１
９
９
８

－

７
４
７

６
）
へ

　ある雑誌に「母親へのメッセージ」

という題で４項目載っていました。

１．子育てはいつでもやり直すことが

できる

２．ほどの良い母親でいて

３．パートナーと良い関係でいること

４．子育ては仲間と共に仲良く子育て

保護者の皆さんの会話の中にも、

「すぐに怒ってしまって、しまったと

反省するんですけど･･･。」　

「子育てって難しいですねえ。」

　子育ては大変なものだと開き直って

しまえば、かなり気が楽になります。

そんな思いを変えるには、自分の子ど

もだけでなく、他の子どもを見ること

がとても大切です。子どもを比較する

のではなく、一人ひとりのよさや個性

のちがいを認め合い、それを他の保護

者と共有できた時に、安心できたり、

納得できたりするのではないでしょう

か。

　ＰＴＡ活動や地域の子育て活動にど

んどん参加して、「孤育て」でない「子

育て」を楽しんでください。

　　　　　　　学校教育課　

− 「孤育て」？「子育て」！−

子育て一言メモ

… 平成22年度 子育てワイワイトーク  …

会　　場 時　　間 曜
日

平成
22年

10
月

11
月

12
月

平成
23年

２
月

３
月

９
月

１
月

羽 ノ 浦 公 民 館 午前10時〜11時30分 月
曜
日

※１
6
日
18
日
８
日
13
日
17
日
14
日
14
日橘町総合センター 午後1時30分〜3時

阿南ひまわり会館 午前10時〜11時30分 火
曜
日
14
日
５
日
９
日
14
日

※２
12
日
㈬

８
日
８
日那賀川社会福祉会館 午後1時30分〜3時

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

　赤ちゃんとお母さんのお友達づくりや交流の場です。ぜひご
参加ください。
対象　１歳未満の赤ちゃん（身体計測は１歳半の子まで）
内容　身体計測・育児相談・ワンポイントアドバイス

始まったら、最初の30分で計測します。その後で、育
児に役立つお話をします。

持ってくるもの　母子健康手帳

※１…会場の都合により、前回５月号掲載から日が変更になりました。
※２…１月12日実施分は水曜日になります。
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人口と世帯数

スポーツ施設９月の休館日

人口 77,961人（−  30）
男 37,606人（−    4）

女 40,355人（−  26）

世帯数 29,219世帯（＋  20）

●平成22年７月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 14・28日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22−1116

法 律 相 談 ２日㈭
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22−1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24−3251

登 記 相 談 24日㈮ 午後2時〜4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22−1116

心配ごと相談 ６・13・27㈪ 午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23−7288

出 前
心配ごと相談

６日㈪ 午前10時〜
午後3時 宝田公民館 社会福祉協議会

☎23−7288

特設人権相談 ８日㈬ 午後1時30分〜
4時

見能林公民館
長生公民館

人権・男女参画課
☎22−3094

人 権 相 談 所 10日㈮ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館３階 人権・男女参画課

☎22−3094

健 康 相 談 ３日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

栄 養 相 談 16日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

年 金 相 談 ２日㈭ 午前９時〜
午後4時　 要予約

市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所
☎088−652−1511

女性の生き方
何 で も 相 談

７・14・21・
28日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館２階　相談室 男女共同参画室分室
☎22−0361

サンアリーナ 6・13・21・27日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・29日
羽ノ浦総合国民体育館 6・13・21・27日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・21・27日

９月の相談日

９月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時
日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5 松﨑内科医院 中大野町 ☎23−5778

12 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27−0047

19 井原医院 見能林町 ☎21−0021

20 村上内科外科医院 那賀川町 ☎42−3110

23 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

26 是松医院 津乃峰町 ☎27−0316

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、

　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※10月の法律相談の予約は、９月１日から受け付けています。

９月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

▪ 固 定 資 産 税（第３期）

▪ 国民健康保険税（第４期）

納期限は、９月30日㈭です。納め忘れのないよう
にしましょう。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

●市税日曜窓口 9月26日㈰ 市役所1階納税課

先月号 17ページで誤記載がありました。正しくは「スティービー・ワンダー」です。お詫びし訂正いたします。秘書広報課
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ふ
る
さ
と「
阿
南
市
」の
す
ば
ら
し
い
魅
力
を
再
発
見

編集室の

窓

ぶ
ら
り
ま
ち
紀
行

　８月から「広報編集長の小窓」を始めました。その日の出来事を写真等でお知らせするミニ広報で、市役所１階市民コーナーに掲示し
ています。市役所にお立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。また、今後、市ホームページにも掲載する予定です。お楽しみに。（山）
　「ドドンガドン、ドドンガドン」太鼓の音が響き始めると、踊り子たちは繰り出す。磨きぬかれた技にとりこになり、見る阿呆の私の
体も自然と動いた。ぞめきのリズムが街を熱気に包み込んだ熱い夏は終わりを告げる。（Ｈ）

第
52
回

総
集
編

秋の部

阿
南

健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
羽
ノ
浦
町
宮
倉
沢
田
）

　

延
長
１
０
０
㍍
の
ロ
ン
グ
す
べ
り
台
、
砂
の
道
の
遊

歩
道
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
な
ど
で
、

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
。

平
等
寺
（
新
野
町
秋
山
）

　

四
国
霊
場
第
22
番
の
札
所
。
弘
法
大
師
が
こ
の
地
で

修
行
中
、
薬
師
如
来
を
感
得
し
て
寺
を
建
立
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

椿
泊
だ
ら
だ
ら
祭
り
（
椿
泊
町
）

　

秋
は
祭
り
の
季
節
。
重
さ
約
５
０
０
㌔
の
神
輿
を
か

つ
ぎ
町
中
を
１
日
中
練
り
歩
く
。
普
段
は
静
か
な
漁
師

町
が
一
変
す
る
。（
９
月
11
日
〜
13
日
）

橘
海
正
八
幡
神
社
秋
祭
り
（
橘
町
）

　

県
下
唯
一
の
け
ん
か
だ
ん
じ
り
。
重
さ
約
４
㌧
の
だ

ん
じ
り
同
士
を
猛
烈
な
勢
い
で
ぶ
つ
け
合
う
豪
快
で
勇

壮
な
祭
り
。（
10
月
１
日
〜
３
日
）

桑
野
町
羽
落
神
社
の
秋
の
祭
礼
（
桑
野
町
西
谷
）

　

悪
魔
を
払
う
奉
納
獅
子
舞
。
童
子
が
獅
子
に
勇
敢
に

立
ち
向
か
い
鎮
め
て
い
く
。
市
の
民
俗
無
形
文
化
財
で
、

大
切
に
保
存
継
承
さ
れ
て
い
る
。（
11
月
５
・
６
日
）

阿
南
公
園
（
富
岡
町
滝
の
下
）

　

山
頂
ま
で
の
遊
歩
道
脇
の
種
々
の
樹
木
が
四
季
の
移

ろ
い
を
み
せ
る
。
ま
た
、
春
は
桜
の
名
所
と
し
て
も
有

名
で
夜
桜
見
物
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
。

那
賀
川
河
川
敷
緑
地
運
動
広
場
（
羽
ノ
浦
町
明
見
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
楽
し
む
人
た
ち
の
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
川
面
や
四
季
の
草
花

を
み
な
が
ら
遊
歩
道
を
散
歩
し
て
み
て
は
。

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
（
桑
野
町
桑
野
谷
）

　

自
然
の
恵
み
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
広
さ
を
誇
る

ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。（
11
ペ
ー
ジ
に
日
程
掲
載
）

コ
ス
モ
ス
畑（
岩
脇
上
平　

Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

　

約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
園
に
ピ
ン
ク
・
赤
紫
・
白
色

の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
る
。
10
月
31
日
㈰
に
「
第
11
回

羽
ノ
浦
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
る
。

東
部
自
然
公
園
（
才
見
町
米
島
裏
）

　

自
然
の
地
形
が
活
か
さ
れ
た
公
園
は
、
芝
生
の
多
目

的
広
場
の
ほ
か
、
丘
陵
部
に
は
竹
林
の
散
策
路
も
あ
り
、

自
然
を
満
喫
で
き
る
。




